
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 2 回 理事会  

日 時 令和 7 年 5 月 23 日  18:30～20:25 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小無田彰仁、浦川純二、重松康志、大石勝規、 

飯野朋彦、池田章子、森健次郎、坂井孝行、小田慎也 

監事柿田謙三、平野英三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他長谷川隆史 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
１）県 PT 学術大会長公募結果および推薦への変更と推薦者審議について 

次期学会の大会長公募をしたところエントリーなく、理事会から推薦が必要。候補は貞松病院の高木
先生、ともなが内科の井ノ上先生、同じくともなが内科の若松先生、鈴木病院の山下先生の 4 名。高
木先生、井ノ上先生、若松先生、山下先生の順に打診する。審議の結果、提案通り可決された。 

２）第 2 回学術研修会について 
   第 2 回学術研修会の講師変更案。講師は坂本淳哉先生、内容はペインリハビリテーションについて最

新の知見と知識。期日は未定。リモート開催予定。審議の結果、提案通り可決された。 
 ３）士会承認症例検討会承認の件について 
   士会承認症例検討会について 2 件申請あり。長崎記念病院とチカラ整形外科より。どちらも内容的に

問題なし。審議の結果、提案通り可決された。 
４）啓発事業依頼受領期日について 

   啓発事業について、昨年度開催 1 週間前に依頼が入り、公募の日程調整などスタッフ募集に難渋する
ことがあった。広く人材を募り、参加希望者の勤務調整なども必要なため、原則として開催日の 2 カ
月前までを原則とすることを各団体、市町へ周知する。審議の結果、提案通り可決された。 

 ５）骨粗鬆症予防対策委員会公募の件について 
   令和 3 年度から 5 年度の予定で開始したが今年度も継続して受託依頼あり。今後も継続するのであれ

ば、各地区に委員を置く形で市町の要望に応えられる体制づくりをしたい。一貫した指導ができるマ
ニュアル作りも検討する。審議の結果、提案通り可決された。 

 ６）令和 7 年度 第 1 回島原・雲仙地区研修会について 
   島原雲仙地区研修会について、内容は災害時のリハビリ専門職の役割。対象は PT、OT、ST で島原市

の担当職員と前田先生を講師としてお話しいただく予定。日時は 7 月 23 日、オンライン開催。定員
100名。リハビリテーション専門職、関係者、養成校学生は無料とする。審議の結果、提案通り可決さ
れた。 

 ７）令和 7 年度 長崎県理学療法士連盟研修会の開催形式について 
   昨年同様、士会承認研修会として開催。今年度はオンラインで参加費は県内 1,000円、県外 2,000円。

第 1 回は 8 月 7 日で講師は森理事、テーマは痛みに対する物理療法の基礎と臨床応用。第 2 回は 10月
20 日で講師は長崎大学の西先生、テーマは神経性疼痛に対する介入戦略。第 3 回は 12 月 18 日で講師
は長崎記念病院の片岡先生、テーマは痛みに対する行動医学的アプローチを使用した運動療法。審議
の結果、提案通り可決された。 

 ８）田中まさし全国後援会との広報連携について 
  田中まさし全国後援会の広報局より、本会の公式 LINE アカウントやダイレクトメールで選挙に関わ

る内容を会員へ広く発信したいと依頼あり。審議の結果、提案通り可決された。 
９）新入会承認について 

   在会会員 1923 名、休会会員 370 名。会員施設 421。入会 25 名、退会 2 名、復会 1 名、休会 4 名。審
議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）第 35 回長崎県理学療法学術大会開催について 

新しい賞としてスマイルセレクション賞を新設。対面参加者が投票する賞。受賞本数増加により発表
者の意欲向上、参加者の主体的な参加、査読についての学びの機会にもなる。抄録は 5 月中に最終稿
完成予定。参加登録は 5月 23日現在で対面 123名、オンライン 127 名。県外からのオンライン参加者
もいる。クールビズについて検討するが、実施するためには最初の段階から案内する必要があり、今
学会では見送り。次回検討。 

２）新卒者オリエンテーションについて 
   4 月 22 日、23 日に開催。オンラインで 22 日が 46 名、23 日が 50 名の参加。アンケートで地区ごとの

集まりはためになったという意見が多かった。対面とオンラインの開催については、オンラインの方
がポジティブな意見が多かった。新卒者は 90 名程度いるが、その内 50 名程度の参加。 

３）会員親睦スポーツ大会について 



   4 月 29 日に大村小学校体育館で開催。地区ごとにチームを組み、地区内会員との活発なコミュニケー
ションもあった。 

４）令和 7年度 定時総会・拡大理事会 進捗について 
   定時総会について、会場はサンプリエール、開催形式は昨年と同様のハイブリッドを想定。拡大理事

会用に折り看板の差し込み用紙を作成予定。日本紙工印刷様に発注し、費用は 22,000 円。拡大理事会
のタイムスケジュールについて、開始は 18 時で司会挨拶、会長挨拶、参加者紹介、学会進捗状況報
告、次回の学会報告、その後各部局からの報告。19時 20分から懇親会。総会のタイムスケジュールに
ついて、9 時 45 分に開会し、司会挨拶、開会のことば、会長挨拶、定足数報告、議長選出。議長は西
彼・西海地区の尾﨑部長。決議事項として、令和 6年度事業報告の承認と令和 6年度収支決算の承認。
報告事項として、令和 6 年度監査報告、令和 7 年度事業計画、令和 7 年度予算について。日本理学療
法士協会の名誉会員受賞報告、協会賞受賞報告、議長団解任、閉会のことば、総会終了となる。終了
後、学会アナウンス、連盟アナウンスを予定。駐車料金に代える形で弁当用意。理事にも議決権があ
るが、当日は挙手せずカウントする形とする。 

５）推進リーダー制度に関する協議結果について 
   推進リーダー研修会について、参加者数が少ないことが問題。例年 9 月に開催するが、受講予定者数

を整理して、対象者に受講を促すアプローチを検討。取得の意義やキャリア形成についてもイメージ
できるようにしていく必要がある。士会指定事業について、各地区で実施する啓発事業の入り口や管
理の道筋にばらつきあり。今後整理して、中倉班長が一括管理する形にしたい。JPTA では推進メンバ
ーの創設を含む制度改定案あり。流れを把握し研修会の企画等行っていく必要あり。資する研修会を
年 1 回開催しているが、参加者が少ない。推進リーダーの取得が条件だが、OT は条件を外したという
こと。若手にも推進リーダーも知ってもらった上で参加いただけるよう検討していく。 

 ６）第 22回長崎ねんりんピック大会 メディカルサポートについて 
   5 月 10 日開催され、テニスとサッカーの 2 競技のサポートを実施。テニスは 4 名、サッカーは 3 名の

スタッフで、テニス 43 件、サッカー16 件で合計 59 件に対応。士会指定事業対象者は 1 名。血圧計、
握力計等必要物品は購入を検討。 

  ７）元気がいちばんたい！ 健康まつりについて 
  5 月 11 日に市民会館で開催。スタッフは公募 4 名含む 10 名で対応。参加者 82 名。内容はロコモチェ

ック、握力測定、立ち上がりテスト、フィードバックや理学療法ハンドブック、骨粗鬆症予防リーフ
レットの配布。業務用扇風機を活用した。荷物置きの籠を今年購入し使用。課題として、隅のブース
で理学療法士協会が目立たなかった。幟の方がアピールできる印象。対象者のデータをいただいてい
るので使用許可の確認をしてから活用できれば。 

８）小児リハビリテーションマップ進捗状況について 
  小児リハビリテーションマップの調査対象を訪問看護ステーションや児童福祉施設も含め 1015 施設と

していたが、相談の上 PT、OT、ST がいる施設に限定し、非会員施設への調査は行わないよう変更。
それに伴い、実施要領と調査依頼文書を変更。 

その他報告事項 

１）日本病院学会について 

7 月 24 日、25 日に出島メッセにて日本病院学会が開催される。三士会の会長やリハビリに関連する先
生方もお呼びし、大山会長にも座長をお願いしている。参加登録にご協力をお願いしたい。 

２）九州ブロックの動きについて 
6 月 24 日に沖縄がホストで九州ブロックの決起大会がある。内容は連盟会長、友清遊説局長の挨拶、
田中先生のお話、各県から 3 分程度の話があり、頑張ろうコール。オンライン 1000 名まで入れるので
広報が必要。7 月 12 日に九州理学療法サミットが開催される。学術、災害、管理者、職能、政策に関
わる分科会をやって全大会で発表する形。 

 ３）リハビリテーション専門職団体協議会について 
   大山会長が PT、OT、ST のリハビリテーション専門職団体協議会の代表。災害も含め研修会等行う必

要あり。また、長崎県医師会と一緒に医療介護フォーラムの計画が必要。ご協力をお願いする。 

 


